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ABSTRACT 

 

On August 16th 2010, the new LL (Language Laboratory) room was introduced to the parents and 

the teachers of junior high school at the open campus of the Kobe City College of Technology.  This 

was the first day of the introduction of the new LL room.  The new LL room replaced the old, which 

was used for about ten years.  The largest improvement of the system was that a PC was placed 

there for each student, a total of 47 computers.  With these computers, students can use the internet, 

e-learning, and so on.  For teachers, it will be an effective teaching tool for students to use the 

computers individually.  From September 1st, the LL room has been used.  

In this article, I introduce the new LL room. 
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1. はじめに 

神戸市立工業高等専門学校（以降、本高専）の

LL（Language Laboratory）教室は、2011 年度

の夏季休業中に全面改修された。以前の LL 教室

は、2001 年度の夏季休業中に改装され、それ以降

10 年間にわたって、本高専の英語教育で重要な役

割を担ってきた。しかし、システムの老朽化に伴

い、早急な改修が望まれるようになった。 

LL 教室の必要性については、高等専門学校設

置基準（第二十三条 ２）に、「校舎には、第一項

に掲げる施設のほか、なるべく情報処理及び語学

の学習のための施設を備えるものとする。」（１）と

いう記述がある。本高専にとっても情報処理教育

が行える総合情報センターの演習室と同じように、

語学、特に英語教育や英語学習が行える LL 教室

は非常に重要な施設といえる。 

 

2. 新システムの導入まで 

旧 LL 教室のシステムは、教師用のマスターコ

ントロールや学生用ブースの機器類は Victor 社

製で、MD を媒体としたものであった。また、マ

スターコントロールのシステムは、OS が

Windows ME の PC で制御されており、非常に不

安定であったために、不具合が何度か生じ、予備

の PC を常時準備しなければならない状態であっ

た。そこで、教師用 PC を入れ替えることが最優

先の課題となっていた。マスターコントロールの

PC を入れ替えてしまうと、LL 教室全ての機器類

の動作が困難となり、LL 教室の全面改修が必要

となる。つまり、新システム導入に踏み切らざる

を得ない状況になったことも事実である。また、

学生用ブースのディスプレイも、10 年前のものは

2011 年 10 月 1 日現在、47 台中 4 台しか残ってお

らず、LL 教室の全面改修は必然的なものである

といえた。 

 LL 教室の全面改修にあたり、2010 年度に、LL

システムを販売している 3 社に本高専に来て頂き、

英語科教員の前でデモを行って頂いた。各社の担

当からそれぞれの特徴の説明があった。また、本

高専英語科教員の数名が、2010 年度の夏季休業中

前後に、新規に LL システムを導入した 2 つの教

育機関に出向き、実際の運用状況や使いやすさな

どの現場の生の声を授業担当の先生から聞かせて

頂いた。このような状況の中で、2010 年度後期か

ら新 LL システムについての検討を始めた。 

 新システムを選定するときの最優先事項は、旧

システムが可能であったことを新システムでも可

能にすることであった。また、旧システムの使い

方に英語科教員が慣れており、その利用しやすさ

を新システムでも踏襲することにも注意を払った。* 一般科 准教授  
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学生にとっての利用しやすさ、と同様に、教師に

とっての利用しやすさ、という 2 つの視点に立っ

ての新システムの検討であった。 

旧システムの改修時に当時の学生の音楽視聴用

の媒体を調査するためのアンケートを実施した。

そのアンケート結果を表１（２）に示す。 

 

表１ 記録媒体別再生可能学生数とその割合

(2001 年) 

 
回答数 MD 

MD(購入

予定含む) 
テープ CD 

1

年 
239 名 

169 名 

 71％ 

187 名 

    78％ 

217 名 

91％ 

233 名 

 97% 

2

年 
237 名 

184 名 

 78％ 

193 名 

    81％ 

208 名 

  88％ 

227 名 

 96% 

3

年 
227 名 

533 名 

 79％ 

190 名 

    84％ 

207 名 

  82％ 

213% 

 94% 

全

体 
703 名 

533 名 

 76％ 

570 名 

    81％ 

612 名 

  87％ 

673 名 

 96% 

  

 以上のように、2001 年度の改修時では、学生の

音楽を聞く媒体は、CD かカセットテープが多く

の割合をしめている。しかし、学年が上がるにつ

れて MD の割合が高くなっており、このようなこ

とを配慮して、MD を媒体とする LL システムを

導入することとなった。しかし、以前の改修から

10 年が経過した 2009 年度では、学生の音楽を聞

く媒体が大きく変化している事が予想される。そ

のために、旧システム改修時と同様に、今回も、 

 

表２  記録媒体別再生可能学生数とその割合

(2009 年) 

 
回答数 A. P .* CＤ MＤ 

携帯電

話 

ゲー

ム機 

1

年 
235 名 

187 名 

80% 

59 名 

25% 

11 名 

5% 

88 名 

37% 

38 名 

16% 

2

年 
238 名 

191 名 

80% 

42 名 

18% 

11 名 

5% 

92 名 

39% 

46 名 

19% 

3

年 
230 名 

191 名 

83% 

55 名 

24% 

17名 

7% 

77 名 

34% 

35 名 

15% 

5

年 
164 名 

140 名 

85% 

20 名 

12% 

7 名 

4% 

50 名 

31% 

10 名 

6% 

専

攻 
28 名 

27 名 

96% 

4 名 

14% 

1 名 

4% 

4 名 

14% 

0 名 

0% 

全

体 
895 名 

736 名 

82% 

180 名 

20% 

47名 

5% 

311 名 

35% 

129 名 

 14% 

A.P.*（携帯オーディオプレイヤー 

           ：iPod, Walkman 等） 

 

学生の音楽視聴用の媒体を調査するアンケートを

実施した。そのアンケート結果を表２（３）に示す。

学年の表記はアンケートを実施した当時の学年で

ある。 

 この結果から、学生が音楽を聞く媒体は CD や

MD から携帯オーディオプレーヤー（ iPod や

Walkman）へと変化していることがわかる。学年

が上がるにつれてその割合が高くなる傾向がある。

1・2 年生では、携帯オーディオプレーヤーの保有

率が 80％と他の学年に比べて低いが、携帯電話や

ゲーム機がその代わりをしている。この要因とし

て、携帯電話が非常に高性能となり、iPhone や

smartphone に代表されるように、携帯電話とし

ての使用だけではなく、アプリケーションを追加

し小さな PC としての使用に十分耐えることがで

きるようになったことがあげられる。ゲーム機

（PSP や DSi など）に関しても、携帯電話と同様

に非常に用途が広がり、オーディオプレーヤーと

しても十分使用できる。携帯オーディオプレーヤ

ー、携帯電話、ゲーム機は、PC と USB で接続で

き、音声を MP3 形式などのファイルで保存でき

る。これらの機器は本体だけではなく、SD カー

ドなどの記録媒体を備えているものもあるので、

多くのデータをその機器に保存できるという特徴

がある。学生が授業中に視聴する音声を自宅や通

学途中に聞くためには、データとして学生の携帯

オーディオプレーヤーなどに保存することが必要

であるように思われる。表には示していないが、

MP3 形式の音声ファイルを再生できないと回答

した学生（895 名中 62 名 7%）もいる。この学生

たちは、その機器に合った形式のファイルしか再

生できないので、PC からデータを保存するとき

に別形式のファイルに変換すれば再生可能な音声

データとして保存が可能である。つまり、個人の

PC からしか再生可能なデータファイルを保存で

きない。やはり、学生個人に PC が必要である。 

 

3. 新システムについて 

 新システムの仕様書の作成後、事務室、神戸市

教育委員会との打ち合わせ、入札等を経て、新シ

ステムの導入業者がリコージャパン株式会社に決

定した。リコージャパン社と同様にラウンド社に

も本高専の実情に合うように、多くの機器の開発

や変更の無理を聞き入れて頂き、なんとか導入す

ることができた。 

導入業者決定後も業者との打ち合わせや本高専

の総合情報センターの先生方との打ち合わせの後

に、実際の新システムの概要が具体的になってき

た。特に、学生用の 47 台の PC を LAN 接続し、

インターネット閲覧を可能にすることにおいては、
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本高専電子工学科橋本先生や一般科横山先生には

貴重な意見や多くの作業をして頂き、新システム

の設置、運用が可能となった。 

本来の LL システムの機能のほとんどはラウン

ド社製の機器類にコントロールされている。リコ

ージャパン社には、CALL 教室としての利用が可

能になるように環境整備をして頂いた。つまり、

旧システムの機能をラウンド社が受け持ち、PC

を利用した学習に関してはリコージャパン社が受

け持っている。 

新 LL 教室の全景を図１に示す。 

 

 

図１ LL 教室の全景（後部から） 

 

 このように、全景は旧システムとはほとんど変

化がない。旧システムと同様に、天井に設置して

あるプロジェクターから 80 インチのスクリーン

へ映像を映すことが可能である。 

3.1 教師用ブースについて  

  － マスターコントロール（教師用 PC 等）－ 

 教師用ブースを紹介する（図２）。教師用ブース

には、3 台のディスプレイが設置されている。左

の17インチのディスプレイは教師用PCの画像を

映すものである。中央の 17 インチのディスプレ

イは、学生用のディスプレイに配信する画像等が

確認できるようになっているほか、教師用ディス

プレイとリンクしており、様々な作業をこのディ 

 

 

図２ 教師用ブース 

スプレイで行うことができる。右のディスプレイ

がLLシステムをコントロールしている19インチ

のタッチパネルのディスプレイである。この 3 台

とも 1 台の PC で制御されており、カーソルは 3

台を自由に動くことが可能となっている。図３は、

この 3 台のディスプレイの画面をプリントスクリ

ーンしたものである。先述したように左の画面が

通常の PC として使える画面となっている。中央

は、学生用ブースの PC の画面を映している。学

生が視聴している画面を確認できる。右がラウン

ド社の LL システムの画面を映している。 

 

 
図３  3 台のディスプレイのプリントスクリーン 

 

次に、3 台のディスプレイを個別に紹介する。

まずは、教師用 PC の画面について紹介する（図

３の左画面）。この画面が LL 教室の全てを制御し

ているものである。ラウンド社の LL システムの

プログラムもこの PC で制御しているが、LL シス

テム自体は図３の右画面でしか操作できない。主

に、リコージャパン社の CALL システムを制御し

ている。CALL システムとして使用するときには

作業用 PC として利用できる。 

教員の授業指定・・教員が受け持つ授業や時間

割、クラスの情報を入力できる。 

座席の指定・・csv 形式のデータを作成し、授

業ごとに学生の座席を指定できる。 

学生用 PC の保護やその解除・・学生用 PC に

ソフトウェアをインストールする際の保護

や解除を行う。 

 

 
図４ 学生用ブースのディスプレイの監視（４台） 
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図５ 学生用ブースのディスプレイの監視（１台） 

 

中央のディスプレイで行う主な作業は以下の通

りである。  

学生用モニターの監視・・図３の中央の画面や、

図４の画面がこのディスプレイで映している画面

である。図４は、学生用ブースのディスプレイを

4 台ごとに監視している。また、図５は、学生用

ディスプレイ１台を監視しており、リモート機能

で教師用 PC から、この画面の操作が可能である。

教材提示装置の画像を学生用ディスプレイに配信

する時の画像確認用ディスプレイとしても利用し

ている。 

 教師用ブースの右のディスプレイを拡大し、図

６に示す。 

 

図６ LL システムのメイン画面 

 

この画面で画像や音声の配信、出席の管理等、

すべての LL 機能を操作することができる。図６

の一番上部のタブが、メニュータブで、左から、

監視/制御、映像教材、通話/会話、ファイル教材、

テスト/アンケート、電源、アプリ制御、の７つに

分類されている。 

1) 監視/制御 

・マルチ/自動スキャン・・学生用ディスプレイ

のオールスキャンや 5 秒で変わっていく４分

割のスキャンが可能である。 

・学習者制御・・学習者用 PC の画面制御、操

作ロック、ブラウザロック、通知、リモート操

作を行う。通知機能は、配信先を全員や個別に

指定でき、学習者と教員のチャットが可能であ

る。 

・出席/退席・・出席や早退等を PC の電源の状

態を確認して記録し、データとして保存可能。 

2) 映像教材 

・PC、教材提示装置、DVD/VHS レコーダー

などの送信元や、学生用ディスプレイ、プロジ

ェクターなどの送信先も、自由に指定できる。

また、外部の送信元として、持ち込み PC が接

続できる RGB とステレオミニジャック（外部

RGB）、外部の AV と接続できるコンポジット

ケーブル（外部 AV）の指定も可能である。 

3) 通話/会話 

・特定、不特定の学生がペアやグループを組ん

で会話練習ができる機能。 

・サイマル機能・・マイクを通しての自分の声

をヘッドホンに流したり、流さない機能。 

・ソフトレコーダ機能は、学習者用 PC にソフ

トレコーダというソフトがインストールされ

ており、そのソフトを起動させる機能である。

この機能については、学習者ブースで詳しく説

明する。     

4) ファイル教材 

・30 メガバイト以下のファイルを学習者 PC に

送信できる。また、学習者用 PC から教材を回

収し、教師用 PC に保存できる機能。 

・URL を学習者用 PC に転送でき、閲覧すべ

きサイトを指定できる・ 

5) テスト/アンケート 

・アンケートやテストを編集し、学生の回答を

データとして保存できる。採点や分析が容易に

可能である。 

6) 電源 

・学習者用 PC の電源を全員や個別に指定して

起動、遮断、再起動できる。 

7) アプリ制御 

・学習者用 PC にインストールされているアプ

リケーションを指定し、許可したり禁止したり

する機能。 

8) 教材の編集に関して 

・ソフトレコーダと GOM ENCORDER を利用

し、画像と音声を合わせた教材が作成可能であ

る。また、ソフトレコーダと CaptionMaker

で、音声と文字を合わせた教材作成やディクテ

ーション教材が作成可能である。 
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 次に、教師用 PC に制御されずに動く機能につ

いて説明する。 

 図７は、ルームスピーカーや学生用ヘッドセッ

トに配信する音声をコントロールしているユニッ

トである。図８の左は、教師用 PC の“2) 映像教

材”を、PC を介さないでも利用できるユニット

である。画像の配信だけなら、このユニットだけ

でも十分可能である。右は、スクリーンを操作で

きるものである。旧 LL 教室では、マスターシス

テムでコントロールしていたが、今回は、教師用

PC を立ち上げなくても、操作が可能となった。

また、教師用机の下に、A4 が印刷可能なカラー

レザープリンターを２台設置し、教師用 PC や学

生用 PC と LAN で接続されている（図９ カラ

ーレザープリンター）。 

 

 

図７ 音声コントロールユニット 

 

図８ 画像コントロールユニット 

 

図９ カラーレザープリンター 

3.2 学生用ブースについて 

  他の教育機関の LL 教室との大きな違いは、学

生用ブースの机上にディスプレイを設置せずに、

机の中に埋め込んでいることである。机上にディ

スプレイがないことで教員と学生のアイコンタク

トが可能となり、学生の様子を見て授業を進める

ことができるので、非常に教師にとっては授業が

しやすい環境となっている。 

 学生用ブースを図９に示す。 

 
図１０ 学生用ブース 

 

 このように、PC 本体、ディスプレイ、ヘッド

セット、キーボード、マウスが、学生一人一人に

設置されている。この PC には、Basic Shield と

いうプログラムがインストールされており、PC

の保護を教師が解除しない限り、PC を起動した

時の設定に絶えず戻してくれるというプログラム

である。もし、授業中に学生が操作ミスで必要な

プログラムやファイルを削除してしまっても、再

起動で元の状態に復元できるプログラムである。

また、ソフトレコーダもインストールされていて、

教師から配信された音声を、波形を確認しながら

何度も練習できるようになっている。旧システム

の MD コントローラーと同じ役割を担っている。

大きな違いは、ソフトレコーダで録音した音声を

教師用の PC へ送信し、データとして教員が管理

できることである。 

 導入当初の学生用 PC には、ワープロなどのソ

フトが全くインストールされていなかったために、

英語科教員が OpenOffice という無料総合ソフト

ウェアを一台一台にインストールした。このソフ

トをインストールすることで、ワープロ、表計算、

プレゼンテーション用画像ファイル等の作成が可

能になった。このソフトは、Microsoft 社の Office

と互換性があり、拡張子を.doc や.els、.ppt で保

存できる。 

 学生個人に PC を設置することで、一番効果が

期待できるのが、e-learning を通しての英語学習

効果である。e-learning の特徴について次のよう
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な記述がある。 

 

音声が中心の LL 教室とは異なり、総合的な

学習ができることである。英語の音声を聞き

ながら、それに関する場面やリスニングテキ

ストを見たり、辞書や文法書までを参照する

ことができる。それに加え、聞いた内容に関

する Q & A もあり、解答した場合、その解

答が正解であるかどうかを教えてくれる。ま

た，正解率が悪いと次のレッスンに進めず復

習を指示されることもある、マイクが付いて

いるタイプでは，音声を録音でき、その音声

の波長を英語母語話者のものと比べたりで

きる （４）。 

 

 e-learning は、このような学習効果が期待でき

る。e-learning 教材として一般的に使われている

ものに、ALC 社の NetAcademy 2 という教材が

ある。この教材は本高専の総合情報センターに設

置してある。現在は、本高専内の学内 LAN に接

続されているどの端末からも接続可能であるが、

十分に活用されていないのが現状である。

NetAcademy 2 についての周知度や活用状況など

を調査した。その結果を表３（５）に示す。 

 

表３ALC NetAcademy 2 に関しての調査 (2009) 

 
回答数 

知ってい

る 

利用経験

あり 

放課後 LL

を利用希望 

1 年生 235名 5 名  2% 5 名 2% 77 名 33% 

2 年生 238名 10 名 4% 2 名 1% 62 名 26% 

3 年生 230名 27名12% 5 名 2% 65 名 28% 

5 年生 164名 8 名  5% 2 名 1% 21 名 13% 

専攻科 28 名 19名68% 3 名 11% 5 名 18% 

全体 895名 69 名 8% 12 名 2% 230 名 26% 

  

 この結果から、NetAcademy 2 が利用できるこ

とを知らない学生が非常に多いことが明らかであ

る。周知度の低さが、利用状況を悪くしている主

な要因といえる。また、NetAcademy 2 に接続可

能な端末は情報処理演習室や図書館、本部棟に設

置してあるが、その端末にはヘッドセットやマイ

クなどが準備されていないのも、その要因の一つ

ではないかと思われる。 

 LL 教室を利用する英語演習の時間に、尐しで

も NetAcademy 2 を利用させ、自学自習の習慣を

身につけさせたいと思っている。アンケート結果

から、低学年の学生が放課後の LL 教室の開放を

希望している事がわかる。今後は、LL 教室を放

課後利用できるように、環境整備を行っていき、

多くの学生が NetAcademy をはじめ、PC を介し

ての e-learning で、英語の力を身につけて欲しい

ものである。 

 

6. 今後の課題 

 2011年 9月に新しいLL教室を利用し始めたば

かりなので、本高専の英語科教員がこのシステム

を使い慣れていないのが現状である。旧システム

と比較すれば、PC を学生個人に設置したことで

可能となる教育活動が増すことが予想される。ま

た、英語学習教材も新システムでは、音声と文字、

音声と画像、を組み合わせた視聴覚教材の作成が

非常に容易になっている。このような教材を教師

用 PC に蓄積していき、学習者のレベルにあった

教材で学習すれば、効果も更に期待できる。また、

理解度をはかるディクテーションも容易に作成で

きるので、学習の定着度を確認しやすくなった。

今後は、学生にとっての効果的な英語学習が可能

となるように、英語科教員が新しい LL 教室の使

い方に慣れ、学生が望むような英語学習を行える

ようにすべきである。  

 最後に、LL 教室のメンテナンスについてであ

る。旧 LL 教室でも教師用 PC や学習者用ディス

プレイの不備等が幾度となく生じた。その都度、

特定の英語科教員が中心となって、非常に労力と

時間をかけて対応して頂いていた。現在は、英語

科教員 2名がLL教室の担当をしている。しかし、

2名で 47台のPCを管理することは可能であるが、

非常に多くの時間を必要とするものである。先述

したように、47 台の PC に OpenOffice をインス

トールするのに、5 時間を要した。また、セキュ

リティ・チェーンを 47 台の PC に設置するのにも

かなりの時間を割いている。今後の LL 教室の管

理の仕方については検討が必要である。 
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